
 

 

「学校休校」～ZOOMによる朝の会・帰りの会～ 
 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさとに笑顔広げる 龍野っ子 

～笑顔 元気 感謝 安全～    凌雲台 
龍野小学校学校便り 

第４号 
令和４年 ４月２５日 
文責：校長 大江律子 

 コロナ感染拡大防止のために、先週19日から24日まで学校を休校
にしました。保護者の皆様には、休校中の対応、大変おせわになりま
した。 
今回、2～６年生は、zoomを活用し、朝の会と帰りの会を実施しま

した。また、課題などはロイロノートを活用し、それぞれの学年に応
じた取組を進めることができました。Zoom での子どもたちの様子を
見てみると、先生や友だちとつながることができて、とても楽しそう
にしていました。それぞれの学年で工夫した取組を進めていました。

１日の学習の確認や、漢字ドリルでの漢字の練習、テーマを考えて話
をする、１日の学習の振り返りなど、担任も子供たちの顔を見ながら
取り組むことができました。 
また、プリント学習だけではなくロイロノートの課題提出では、音

読をしている様子を録画したり、家での手伝いを写真にとって提出し
たりするなどの課題もありました。 
まだタブレットの学習を始めていない１年生は、担任が電話をした

りプリントの配付をしたりして対応しました。（１年生もタブレット
の使い方など早急に対応していくことにしています。） 
休校も明け、今日から元気な子供たちの姿が学校に帰ってきました。学校では、感染対策を更に強化

しながら取組を進めていきます。心配なことなど何かありましたら、学校までご相談ください。 

周りの人を思いやる心 
６年生では、「学校閉鎖で考えたこと」について休校中に日記を書きました。 
 
 
 
 
 
 
この日記から分かるように、自分のことだけではなく、感染した子供のことをとても心配しています。 
また、入学して間もない一年生が安心して生活できるように優しく接していきたいと書いてくれてい

ます。 
この作文を読んで、世の中の人がみんなこんな気持ちを持てば偏見や差別などなくなると心から思い

ました。私達大人がこんな純粋な子供の姿から学ぶことがたくさんあると思います。一人一人が相手を
思いやるそんな龍野っ子に育っています。 

 

 ぼくは、学校閉鎖と聞いて思ったことが二つあります。 
一つ目は心配です。コロナに感染した人がいると聞いて「だいじょうぶかな。（きつくないかな。）」

と心配していました。特に一年生は学校に入学したばかりで、学校閉鎖になって不安などがあるかも
知れないので、元気に一年生が登校して来たら、優しく接したいと思いました。（略） 

龍野小のみんなが一日も早く元気に登校することをいのります。 

 

◎今日から玄関訪問が始まります。また、変更等大変ご迷惑をおかけしています。短時間の訪問となり

ますがよろしくお願いします。 

◎分散授業参観を５月２３日（月）に予定しています。本日文書を配付しています。ご確認ください。 

◎学校の閉校等で、不安なこともあるかも知れません。学校でも一人一人の子供たちの様子をしっかり

見守っていきたいと思います。ご家庭でも様子を見られ気になることなど学校にお知らせください。 


